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【活動編】 トンボみちの仲間たち

「トンボみち産の枇杷豊作」、「花壇の手入れで流す汗」、「トンボを追う少年」など、まさ
に『初夏を満喫』の月例活動（５月２７日）の様子をお伝えします。(撮影：山田さん)

ジャガイモの花にも実が！

枇杷豊作

ラジオ体操で活動開始です

真剣にトンボを追う少年

種から育てた落花生の苗を植えました

ツリガネソウ

みんなで花だんを手入れしました

変なニゲラの種



活動予定 ※雨天は１週間延期

今月 ： ６月２４日（土） ９時～１１時
来月 ： ７月２２日（土） ８時～１０時
事前の申込みは不要です。誰でも参加可能！
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地域の皆様に開放している公開緑地です

【報告】トンボとり大作戦２０２３ ６月１０日実施結果
～こどもたちが多数参加してくれました～

トンボとりをとおして、こどもたちに地域の自然環境に興味を持ってもらうことを目的にして、今年
もＪＦＥトンボみちで「トンボとり大作戦」が始まりました。

梅雨にはいり天候が心配されましたが、当日は運よく薄曇りでしたので予定どおり実施できました。
結果は、新規捕獲４種９頭、再捕獲１種１頭でした。詳しくは表のとおりです。天候のわりには、まあま
あのトンボが飛んできてくれました。

参加者も、こどもたち１７名、保護者９名とうれしい参加者数でした。(^^♪

トンボみちに生えていて、みんなに雑草と思われている
植物のひとつに、スベリヒユがあります。私の田舎(山形県
)ではヒョウと呼ばれており、食べられる野草なのです。ゆ
でて辛子醤油で食べたり、干して保存食にもされます。

ウィキペディアで調べてみると『種子は気温が高くならな
いと発芽しない。C4型光合成を行なうと同時にCAM型光
合成を行う多肉植物で、光合成に必要な二酸化炭素を
夜間に気孔を開いて取り込む性質があり、昼間は気孔を
開かずに取り込んだ二酸化炭素で光合成をするため、

られている。このため、液胞に蓄積されたリンゴ酸に由来する
酸味があり、ぬめりのある独特の食感を持つ。』と書かれてい
ます。
園芸種にハナスベリヒユ（ポーチュラカ）がありますが、ポー

チュラカはスベリヒユの学名に由来しているそうです。(銀)

ｐｓ：光合成の型については、別途調べてお知らせする
予定です。(^^♪

【植物編】 トンボみちの仲間たち ～スベリヒユ～

ポーチュラカ

こどもたちでにぎわうトンボ池

クロスジギンヤンマ

乾燥した土地
でも水分の蒸
散を極力少な
くできる考え

トンボみちのスベリヒユ
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